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背 景

成 果

期待される効果

建築基準法の改正により、対象建築物の雪荷重に対する安全性向上に繋がります。
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公募型研究

・冬期間の降雨により屋根雪荷重が増し、建物が倒壊する事故が全国的に多発しています。
・地球温暖化の影響により、今後、冬期間の降雨量・頻度が増加する恐れがあります。

積雪後の降雨による
建築物被害の要因解明1

降雨による割増荷重の
推定法の構築２ 建築基準法への反映3

北海道の
被害事例

本州の
被害事例

＜基準改定の対象建築物＞
・多雪区域以外にある建築物：積雪量15cm以上の区域

・大スパンの建築物：棟から軒までの長さ10m以上

・緩勾配の屋根：15度以下

・軽量な屋根構造：屋根RC造又はSRC造を除く

割増係数αの算定式

緩勾配かつ大スパンの
建築物で大きな被害

降雨による割増荷重の推定
（例：屋根長50m・勾配2°の建築物）

(平成30年1月15日付官報）

被害調査、実大実験等により、
積雪後の降雨による建築被害

の要因を解明

降雨による積雪荷重の割増荷重を
屋根長さ・屋根勾配・積雪深から

算定する方法を構築

割増荷重算定法を
国土交通省告示第八十号

（平成30年1月15日公示）に反映

dr：θとLに応じた値
μb：屋根形状係数
ｄ：積雪深

μb×ｄ
α = 0.7 + 

dr
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従来の積雪荷重

降雨による割増後の雪荷重
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本研究は、国土交通省 建築基準整備促進事業（H26～28）および 日本学術振興会 科学研究費助成事業（H29～）にて実施しました。

積雪50cmでは
荷重が1.2倍に
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